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問題 半径 1
B

3
の円に内接する四角形 ABCDにおいて，三角形 ABDは正三角形であるとする。線分 ACと線分

BDの交点を Eとし，点 Eは BDを 1 : 2に内分する点であるとする。

(1) j
¡!
AB j = ア ，j

¡!
AD j = イ ，

¡!
AB ¢

¡!
AD =

ウ

エ
である。

(2)
¡!
AE =

オ

カ

¡!
AB+

キ

ク

¡!
ADであり，j

¡!
AE j

2

=
ケ

コ
である。

(3) 点 Aを通る直径の他端を Fとすると，

¡!
AF =

サ

シ

¡!
AB+

ス

セ

¡!
ADであり，

¡!
AF ¢

¡!
AE = ソ である。

実数 tを用いて
¡!
AC = t

¡!
AEとおくと，

¡!
AC ¢

¡!
FC = タ であるから，t =

チ

ツ
となる。

(4) 正三角形 ABDの面積は

E

テ

ト
であり，四角形 ABCDの面積は

ナ
E

ニ

ヌネ
である。

S kawasakiika2019A 01:pbm


